
コンポジッ ト法によるコロナ写真

明大天文部OB 松本 孝・山崎裕ー・戸田雅之

1. はじめに

今回のインドネシア・ ニ ュ ー ギ ニ ア日食には、 これまでになく多くの観測隊が出かけ、 いろ

いろと新しい試みがなされたようです。 そして、 ほとんどの隊が好天に恵まれて観測に成功さ

れた様に思います。 我々のグル ー ブは、 明治大学天文部の観測隊とし てジャワ島のPurwo

rejoで観測しました 。

ご及知のように、 コロ ナの微細構造の写真撮影には ニ ュ ーカ ーク・フ4ルク ー が多く用いら

れ、 これまでにいくつもの貴重な成果が得られ ています。 また、 今回の日食では始めてオッカ

ルティング・ディスクによる撮影にも成功されています。 これらの方法は非常にすばらしいも

のです。 しかし、 ニ ュ ーカーク・フィルク ー やオッカルティング・ディスクの製作にはかなり

の技術が必要で、 誰でも簡単に利用できる方法ではないように思います。 しかも、 その操作が

難しく、 天候さえよければ確実に成功できるという方法ではないようです。

こうした理由から、 我々はもうひとつの方法として コンボジット法を試してみることにしま

した。 この方法は露出をかえた数枚の写真があればよいので、 観測には望遠鏡とカメラ以外に

は何の装置も必要としません。 しかも、 観測のあとの暗室操作ですから、 もとになるネガフィ

ルムあるいはスライドさえ傷つけなければ何度でも試すことができます。 ここでは、 我々の試

みた コンボジット法とその結果について紹介します。

2. コ ロナの写真撮影

天文と気象誌の別冊「黒い太陽を求めて」に塩田和生氏が コロ ナの撮影について詳しく述べ

ています。 我々はこの記事を非常に参考にさせていただきました。 塩田氏は日食写真の4つの
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